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「 桜宮高校指導死裁判判決について 」 理事 武田さち子 

2012年12月23日、大阪市立桜宮高

校の当時バスケット部キャプテンだっ

た男子生徒(高２)が、顧問教諭からの

暴力や暴言を苦に自殺。遺族が東京

地裁に、大阪市を訴えていた民事裁

判の判決が、2016年2月24日、言い渡

されました。裁判所は、顧問教諭の有

形力行使による暴行及び威迫的言動

を、教育上の指導として法的に許容さ

れる範囲を逸脱した一連一体の行為

として、不法行為法上違法と評価。自

殺との相当因果関係、予見可能性を

認定して、被告大阪市に、原告父に

対し3715万余円、原告母に対し3626

万余円、原告兄に対し154万円、計約

7500万円の賠償を命じました。一方、

自殺した生徒にもストレスに弱い面が

あったとして、３割の減額をしました。 

この裁判で遺族側は、元顧問を被

告にはしていませんでした。顧問には

すでに刑事裁判で、傷害と暴行の罪

で懲役1年執行猶予3年の有罪判決が

出ています。教員としても懲戒免職に

なっています。また、国家賠償法第1

条1項に「国又は公共団体の公権力の

行使に当る公務員が、その職務を行う

について、故意又は過失によって違

法に他人に損害を加えたときは、国又

は公共団体が、これを賠償する責に

任ずる」とあり、被害者側が公務員で

ある教師本人を訴えても棄却され続け

ています。 

しかし今回、元顧問は自ら補助参加

人として、民事裁判に参加していまし

た。大阪市から依頼をされたのか、あ

るいは、国家賠償法1条2項に、「前項

の場合において、公務員に故意又は

重大な過失があったときは、国又は公

共団体は、その公務員に対して求償

権を有する。」とあることから、大阪市

が民事裁判で敗訴した場合に、元顧

問に損害を請求することをすでに提示

していたのかもしれません。 

男子生徒の自殺から1週間程度で

大阪市教育委員会は外部監査チーム

を設置。その報告書で、体罰が放置さ

れた一因は「調査に消極的態度をとっ

た学校と、学校に厳しく指導しなかっ

た教育委員会にある」と指摘されてい

ます。 

元顧問も、大阪市も外形上は自らの

責任を認めたように見えます。しかし、

いざ民事裁判になると、真っ向からの

否定に入りました。判決文には、「被告

(大阪市)は、本件訴訟の提起後、本件

生徒の自殺が本人の能力の欠如等を

主な原因とし、原告ら家族の言動等を

大きな要因として生じたものであるなど

として専ら責任を転嫁する対応に終始

し、原告ら遺族の心情を更に害してい

ること等の諸般の事情を総合考慮する

と、原告父及び原告母の被った精神

的苦痛に対する慰謝料の額はそれぞ

れ1000万円と認めるのが相当」として

います。 

各地で立ち上がっている第三者調

査委員会。学校や教育委員会の自浄

能力が期待できないからこそ、税金を

使って、外部の人間が調査・検証し、

評価せざるを得ませんでした。しかし、

その結果を真摯に受けとめることさえ

拒否する学校や自治体。 

「亡くなった我が子に何があったの

かを知りたい」。この願いが叶えられる

なら、民事裁判は激減するはず。私た

ちの予想は残念ながら覆されました。

長年培われてきた隠ぺい体質。責任

転嫁。この体質は第三者による結論が

出ても、簡単には変えられないようで

す。 ジェントルハート通信第５０号 

定価100円（会員は無料） 
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 2016年1月19日（火）、参議院議員会館1階「講

堂」で「学校事件事故の重大事案における初動調

査と情報共有の重要性について考える」～いじめ

防止対策推進法見直しを控え、ぜひ知っておきた

いこと～をテーマに、院内集会を開きました。香

山リカ氏、尾木直樹氏をはじめとする報告をダイ

ジェストでご紹介します。 

 

 会場となった参議院議員会館の講堂には、約200

名の参加者や報道関係者が集まり、広い会場が人で

埋まりました。最初に小森新一郎代表が「私たちの法

人は、主にいじめに特化したかたちでの活動をして

おりますが、活動を進めていく中で、本日の賛同団体

の抱える課題と共通した問題が非常に多いことに気

がつきました。今回のこの連携をひとつの突破口とし

て、教育現場の抱える様 

々な問題解決の大きなうねりにつなげたいと考えて

おります」と挨拶。賛同団体からの報告へと移りまし

た。 

 

賛同団体報告 

全国柔道事故被害者の会 代表 村川弘美さん 

 息子は中学校一年で柔道部員でした。当時27歳

の柔道3段の顧問に投げられ、絞められ､失神させ

られ、亡くなりました。何が起きたか知りたかっ

たのですが、学校からも教育委員会からも、何も

知らされませんでした。仕方なくICUに子どもを

残したまま、自分で調べなければなりませんでし

た。その結果、息子が初心者で受け身がうまくと

れないにもかかわらず、上級生に50分以上もなげ

られ続けていたことが分かりました。 

 子どもを失った親として、大きな声で言いたい

ことがあります。事故が起きたら、きちんと調査

してください。遺族や家族、事故に精通した人も

調査に参加できるようにしてください。そして、

分かったことを共有し、再発防止に役立ててくだ

さい。 

 

剣太の会 工藤奈美さん 

 長男の剣太は、180センチ80キロと大きな身体を

していました。しかし、剣道部顧問による暴力や

暴言をうけ、熱射病による多臓器不全で命を失い

ました。その一部始終を同じ剣道部員の弟が見て

いました。弟は責任を感じ「兄を守れなかった」

とずっと悩み続けました。最後の別れの時、弟は

棺にしがみ付き、兄の名を繰り返し呼び続けまし

た。その指は力を込めすぎたせいで真っ白で、お

となの力でようやく離すことができたほどです。 

 学校は安心･安全でなければなりません。それ

は、私たちおとなが確保しなければならないこと

です。同じように、子どもを亡くし地獄から這い

上がった遺族達が今声を上げています。 

「指導死」親の会 代表世話人 大貫隆志 

 「指導死」とは、教員の指導によって追いつめられ、

子どもが自ら命を絶ってしまうことを表す言葉として

私が考えました。私自身、2000年に次男を「指導死」

で失っています。 

 「指導死」平成に入ってからでも62件起きています。

たくさんの子

どもたちが、教

育の現場で、

普通に学校教

育を受けてい

る中で、教師

の言動によっ

て追いつめら

れ、命を失っ

ているのです。今日この会場にも、札幌から「指導死」

遺族がお見えになっていますが、このケースでも学

校は一切の調査を行っておりません。 

 

 

NPO法人ジェントルハートプロジェクト小森美登里 

 高校一年の

一人娘をいじ

め自殺で失っ

てから今年１８

年を迎えます。

三名の生徒か

ら の い じ め

だったのです

が、三名とも部

活もクラスも同じで逃げ場を失ったのだと思います。

学校はいじめの存在を認めず、自殺直後に行った娘

の自殺に関するアンケートは、個人情報保護を盾に

一切開示しませんでした。 

 知ることが出来ない苦しみは親だけのものではあり

ません。卒業まで学校と関わる児童生徒にとって、学

校の隠蔽は、見えないひもで縛り付けられるのと同じ

です。本来、守られるべき子どもたちが、大人の隠蔽

によって苦しめられているのです。 

 

 団体報告に続き、香山リカ氏が報告を行いました。 

 

精神科医 香山リカさん 

「隠ぺいに巻き込まれた子どもたちの精神的影響」 

◆「学校事件事故の重大事案における初動調査と 

情報共有の重要性について考える」院内集会を開催 ◆   理事 大貫隆志 
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 大きな事故

に巻き込まれ

た子どもたち

や、自死を図

り 未 遂 に 終

わった子ども

たち、兄弟の

事故を目の当

たりにした子

どもたち、あるいは友達の事故を目にした子どもたち

のその後についてお話ししたいと思います。 

 私は児童精神科医ではないので、普段臨床の現場

に来るのはおとなです。いろいろの症状の方がいま

すが、最近多いのが、何かに依存してしまう「刺激依

存症」といわれる患者さん達です。たとえば、薬物依

存や過食症、拒食症、ギャンブル依存などです。依存

の背景には、子ども時代に受けた心の傷があります。

親からの性的な虐待、学校での暴力、いじめなどを受

け、それがトラウマとなる。あるいは、友人や兄弟が、こ

うした仕打ちを受け命を失う｡こうした体験から傷つ

き、生きのびるために依存していくという背景がありま

す。 

 しかし、こうした体験を子ども時代にした人がすべて

刺激依存になるかといえばそうではありません。トラウ

マをバネとする「外傷後成長」という新しい概念も出て

きています。刺激依存になっている人たちは、心が傷

つく体験をしたときに、誰も助けてもらえなかった、あ

るいは、周りの大人たちが忘れなさい、考えなくてい

いよという対応をした。こうした体験が、傷を引きずるこ

とに結びつくといえます。子どもには、ある程度の弾力

性があるので、学校や関係機関が事実を明らかにし、

大変だったね、でもそれはあなたが悪いんじゃない

よ、私はあなたの味方だよと対応してくれれば、依存

症にならなくてすむかもしれません。 

 

 続いて、尾木直樹氏が登壇しました。尾木氏は、15

人が死亡した長野県のバス転落事故で、ゼミの教え

子たち4人を失った直後でした。 

 

教育評論家 尾木直樹さん 

「重大事案発生後の初動調査の必要性」 

 実は、テレビ出演などをすべてお断りしていて、今

日ここでお話しすることもお断りしようかと思っていま

した。話す自信もないのですが、そういう体験をし、乗

り越えてきたご遺族の皆さんなら、上手に話ができな

くても分かってくれるのではないかと、皆さんとつな

がっていたいと思って参りました。 

 ほんとに一瞬のうちに、事件や事故で子どもの命を

奪われるという事を初めて体験しました。昨夜もまた、

10時前に重体だった学生が、息を引き取りました。 

 昨日も、ツアーに参加していなかった残りのゼミ生

を集めたんですけど、僕の数倍ものひどいトラウマ状

態になっていました。皆、泣きながら叫ぶんですけれ

ども、僕も今皆さんとご挨拶したり、名刺を交換してい

ても全然頭に入って来なくて、こんなふうに学生が

なっているんだなということがよくわかりました。今朝も

総長室から電

話がありまし

て、僕のことが

心配だから二、

三日おきに会

いましょうかと

いう話をしてく

れたりして、こう

して助けてく

れるというのは、すごく心強いということもよくわかりま

した。 

 学校は最も子供の命と安全を守らなければならず、

安全配慮義務は全てに優先されなければなりませ

ん。裁判でも必ず争点になるところです。その学校で

すら、子どもの命を最優先できていない。では我々の

大人社会はどうなのかといえば、学校とほとんど変わ

らないのではないでしょうか。めちゃくちゃですね、こ

れは。何か構造的な部分が、国のあり方とか、何かが

狂ってるんだと思います。もっとも大切な安全を、学校

だけでなく社会も大切にしなくなってしまった。どこで

おかしくなったのか、僕は専門家ではないのでわかり

ませんけれども、2000年代からおかしくなってきたの

ではないかなと教育現場では感じています。 

 事件や事故にあった子ども、それから体には危害を

加えられなくても、心に傷を負った子ども、先生の心

ない一言や、人格を否定する、存在を否定するような

一言で思春期の子どもは傷つきます。大人の私たち

でも辛いです。そういうことを学校現場ほど受け止め

ない場所は無いのだと僕思っています。 

僕は元教師だったにもかかわらず学校現場に対して

非常に厳しかったと思います。内情がわかっているだ

けに厳しくならざるを得ないんです。 

 例えば組体操のことにしても、皆さんおかしいと思

いませんか。去年1年間だけで病院に囲まれた運ば

れた子供たちが8,500人もいるんです。こんなことをな

ぜやり続けるのか。そして、海外の柔道の盛んな国、

死亡事故一件も起きていません。命を大切にと言い

ながら柔道も剣道も死亡事件がたくさん起きていま

す。おかしいです。子供の命を大事にと言いながら

ちっとも学校で子供の命が守られていない。これは異

様な国だと思います。 

 学校事件においては、学校で何が起きたか知りた

いという遺族の願いがあります。なぜ、何があったか知

りたいという最低のレベルの事でさえ叶えられないの




